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1ま え が き

酪農をめぐる情勢は,依然として,生乳の需給不均衡と

いう厳しい状況にあるが,牛乳 乳製品の消費をより増加
させるためには原料牛季Lの品質向上は必要不可欠な問題で

あるように思われる。最近,消費者側の強い要請もあって,

特に,成分的乳質向上をはかる傾向にあり,牛乳の成分的

評価方法も,従来の乳脂率に重点をおいた考え方から無脂

固形分率をも加味した方向に動きつつある。

そこで,こ れらの課題を推し進めていく際の参考資料を

得る目的で,当場で実施されている優良乳用種雄牛選抜事

業の過去 4か年のデータをもとに,乳量と予t成分,乳成分

相互の関連について検討を試みた。以下,図表並びに文中

においての略字は次のことを意味している。MYは乳量 ,
TMSは全固形分率, Fは乳脂率, SNFは無脂固形分率
及びPは蛋自質率を表わしている。

1)泌乳開始後 8か月間の平均乳量,平均予L成分率をそ
の乳牛本来の能力に近い値とみなし,こ れらの値をもとに

検討を試みた。その結果は表 2に示すとおり,相関係数は,

乳量と予t成分の間で,MYと TMsは -0255,MYと Fは
-0312, MYと SNFは 0127, MYと Pは -0233と なり,
MYと SNFを除いて有意であった。子t成分相互の間では,
TMSと Fは 0796, TMSと SNF`よ 0857,TMSと Pは

0672, SNFと Fは 0371, Fと Pは o387と なりいずれも

有意であった。 1期牛 , 2期牛と期別にみた場合表中に示
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2調 査 方 法

1)調査対象牛 優良乳用種雄牛選抜事業の対象牛 105頭

表 : 対象牛の概要

年娩期 分

1

2

3

4

4

4

5

2

昭和 51年 9月
″  52 ″ 9 ″

″  53 ″ 9 ″

″  54 ″ 10 ″

”　
”　
”　
”

52年

53 ″

54 ″

55 ″

2)調 査 期 間 分娩後 8か月間 毎月 1回
3)調 査 項 目 亭t量 ,全固形分率,撃 L脂率,無脂固形分

率,蛋自質率

3 調査結果ならびに考察

1 個体の形質としてみた場合

すとおりである。

2)次 に, 1回の測定値で検討を試みた。便宜上,まず
1期牛の泌撃L開始後 1か月日の乳量と乳成分,乳成分相互

の関連について検討を試みた。同様のことを 2か月日以降

8か月目まで繰り返し, 8か月間のうち正の相関を示すの

はどれ位あるのか負の相関を示すのはどれ位あるのか正と

負に分類した。2.3.4期牛についても全く同様である。
その結果は図1に示すとおり,季 L量 と乳成分の間でほとん

どのものが負の相関を示し,そのうち,Mと TMSで 594

表 2 乳量と寧t成分,¥L成分相互の相関係数 ―個体の形質としてみた場合 (8回の測定値の平均)一

縣
M Y
と
TMS

M Y
と

Ｆ

M Y
と
SNF

M Y
と

Ｐ

Ｍ

と

Ｆ

Ｔ TMS
と
SNF

TMS
と
P

Ｎ

と

ｒ

Ｆ

と

Ｐ

Ｎ

と

Ｐ

1

(52)
-0 530 -0233 -0 647 -0604 0 831

***
0 827 0 785 0 375 0513 0

2

(53)
-0288 -0223 -0278 -0354 0 889 0 822 0619 0 46, 0 395 0 704

3

(54)
-0683 -0556 -0581 -0654 0 853 0818 0 750 0 401 0 385 0

4

(55)
-0502 -0447 -0 437 -0463 0 892 0 868 0 879 0 550 0 698 0 857

1-4
(52～ 55)

-0 255 -0312 -0127 -0223 0 796 0 857 0 672 0 371 0 387

注  *く(0 05, 絲 く 0 01, ***く (0 001で有意
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図 1 't量 と乳成分 ,亭 L成分相互の相関係数の

正と負の割合

― 個体の形質としてみた場合 (1回の測定値)一

%,Mと Fで お 8%,IIIと SNFで 281%,Mと Pで 375

%の ものが有意であった。寧ι成分相互の間では大半のもの

が正の相関 を示 し,そ の うち,TMSと Fで 1∞ 0%,TM

Sと SNFで 875%, TMSと Pで 719%, SN Fと Fで

406%,Fと Pで 500%,SNFと Pで 656%の ものが有

意であった。 1期牛,2期牛と期別にみた場合は図中に示

すとお りである。乳量 ,平 L成分は個々の乳牛で能力に大 き

な差がみられこの手L牛間の乳量や乳成分の差異は一部は遺

伝的な差で,他の一部 は飼料 とか環境要因によるものとい

われている。そして遺伝的には寧L量 と乳成分率の間には負

の相関があり,各早ι成分相互には高い正の相関があるとい

われている。一回の測定値で検討 した場合,環境要因の影

響がでやすくなるためか ,学 t量 と予L成分の間で正の相関を

示 し,乳成分相互の間では負の相関を示すものがみられた。

2 個体について泌乳期的にみた場合

結果は図 2に示すとおり,乳量と乳成分の間で,MYと

TMSで 343%,MYと Fで 295%,MYと SNFで 486

%,MYと Pで 314%の予L牛が正の相開を示し,なかには

有意性を示す乳牛がみられた。¥t成分相互の間では,TMS

とFで 10%, TMSと SNFで 219%, TMSと Pで 286

%.SNFと Pで 352%, SNFと Fで 686%, Fと Pで

381%の乳牛が負の相関を示 し,なかには有意性を示す乳

牛もみられた。 1期牛,2期牛と期別にみた場合は図中に

示すとおりである。

一般的には,手 L脂率は寧t量 とは逆の消長を示し,無脂固
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図 2 乳量と撃L成分,撃L成分相互の相関係数の
正と負の割合

― 個体について泌乳期的にみた場合 ―

形分率もほぼ同じカープで推移するといわれている。そし

てこの無脂固形分率のカープは蛋自質率の消長によるとこ

ろが大きいといわれているが,こ の傾向を示さないものも

少なくなく,個体について泌乳期的にみた場合,撃 L量 と乳

成分,¥L成分相互の関係は,個体の形質としてみた場合と

は多少異った様相を呈していた。

以上,乳量と手し成分 ,乳成分相互の関連について検討を

試みた結果,乳量と撃L成分の間で,個体の形質としてみた

場合,平均値で検討したものは負の相関を示したが,一回

の測定値で検討したものは正の相関を示すものがみられ,

個体について泌乳期的にみた場合,正の相関を示すものが

さらに多くなり,両者の関連性が低くなる傾向にあった。

理論的に, TMSを全体とみなしたとき,「 , SNFは

その一部分であり, SNFに対してPは さらにその一部分

となる。乳量と撃L成分の関係をふまえたうえで,乳成分相

互の関係をみると,個体の形質としてみた場合,平均値で

検討したものは包含関係にある 2乳成分も,包含関係にな

い 2予t成分も正の相関を示した。しかし,一回の測定値で

検討したものは,包含関係にある 2亭L成分も,包含関係に

ない2乳成分も負の相関を示すものがみられ, この傾向は

個体について泌乳期的にみた場合さらに強くなり,特に,

SNFと F,Fと Pて関連性が低くなる傾向にあった。

乳質改善的にみた場合,包含関係にない 2乳成分,殊に

F, SNFは個々に,それも合学Lレ ベルでなく,個予Lレ ベ

ルで把握しておく必要があるのではないかと思われた。
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